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ま
ず
、
美
術
史
、
舞
踊
（
ダ
ン
ス
）
史
、
演
劇
史
と
い
う
三
つ
の
軸

を
も
と
に
、
日
本
に
お
け
る
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
展
開
を

概
観
し
て
お
こ
う
。
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

・
ア
ー
ツ
の
要
素
と
し
て
の

美
術
に
は
、
舞
台
美
術
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る

が
、
舞
台
美
術
は
も
と
も
と
舞
踊
や
演
劇
の
一
部
と
し
て
存
在
し
て

き
た
の
で
、
こ
の
章
で
中
心
と
な
る
の
は
イ
ヴ
ェ
ン
ト
、
ハ
プ
ニ
ン

グ
な
ど
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
流
れ
で
あ
る
。
な
お
、
海
外
の
ア
ー
テ

第
＿
章

ア
ー
ツ
の
流
れ
に
つ
い
て

一
九
六

0
年
代
以
降
の
日
本
の
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

埋
め
る
こ
と
に
も
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
、
諸
々
の
芸
術

が
そ
れ
ぞ
れ

の
領
域
を
脱
し
て

い
く
、
あ
る
い
は
互
い
の
領
域
を
超

え
て
展
開
し
て
い
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
論
を
進
め
て
い
く
。

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
約
二

0
年
間
の
活
動
の
中
で
、
作
品
の
ス

タ
イ
ル
を
著
し
く
変
貌
さ
せ
な
が
ら
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ

の
可
能
性
を
探
求
し
て
き
た
。
本
論
で
は
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
を
例

に
、
そ
れ
が
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
流
れ
の
中
で
果
た
し
て

き
た
役
割
や
、
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
自
体
の
可
能
性
に
つ
い

て
考
察
す
る
。

ィ
ス
ト
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
場
合
は
初
来
日
の
時
期

や
、
来
日
公
演
を
重
視
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

一
九
六

0
年
代
以
降
の
流
れ
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、

年
代
の
重
要
な
動
向
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

一
九
五
四
年
、
吉
原
治
良
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
具
体
美
術
協
会

（
以
下
、
具
体
）
は
、
行
為
（
ア
ク
シ
ョ
ン
）
へ
の
ひ
と
つ
の
方
向
性

を
示
し
た
。
具
体
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
先
駆
と
し
て
、

カ
プ
ロ
ー
の
一
九
六
六
年
の
著
書
『
ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
、
環
境
、

ハ
プ
ニ
ン
グ
』

(
l
)

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
吉
原
は
文
学
、
音
楽
、
舞

踊
、
映
画
、
演
劇
等
現
代
芸
術
の
各
ジ
ャ
ン
ル
と
も
手
を
握
っ
て
い

き
た
い
と
、
具
体
の
結
成
直
後
か
ら
考
え
て
い
た
(
2
)

。
具
体
に
よ
る

五
七
年
と
五
八
年
の
「
舞
台
を
使
用
す
る
具
体
美
術
展
」
は
、
総
合

芸
術
の
ひ
と
つ
と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
提
示
し
た
画
期
的
な

実
験
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
吉
原
治
良
は
、
「
従
来
の
美
術
の
概
念

か
ら

一
歩
抜
け
出
し
て
舞
台
と
い
う
特
殊
な
空
間
と
、
そ
の
機
能
と
、

従
っ
て
、
音
響
、
照
明
、
時
間
性
等
の
問
題
と
自
主
的
に
正
面
か
ら

ぶ
つ
か
っ
て
み
よ
う
と
し
た
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る

(
3
)
0

六
二
年
具
体
は
森
田
真
弘
が
主
催
し
て
い
た
前
衛
舞
踊
グ
ル
ー
プ

一
九
六

0
年
代
以
前
の
動
向

一
九
五

0
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森
田
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
共
に
、
舞
台
展
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
月
は
落
ち

な
い
」
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
、
第
一
部
が
具
休
メ
ン
バ
ー
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
、
第
二
部
が
森
田
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
第
三
部
が
具
体
と

森
田
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
と
の
共
同
作
品
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
音
楽
を

一
柳
彗
が
担
当
し
、
そ
の
年
に
初
来
日
を
果
た
し
た
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー

ジ
も
観
客
と
し
て
訪
れ
て
い
た
と
い
う
(
4
)

。
主
な
作
品
に
は
白
髪
一

雄
の
『
赤
い
三
番
斐
』
、
向
井
修
二
の
『
頻
と
記
号
』
（
図

1
)
、
森

田
真
弘
の
『
分
裂
記
号

B
』
な
ど
が
あ
っ
た
。
具
休
は
ア
ク
シ
ョ
ン

を
始
め
、
さ
ら
に
舞
台
と
い
う
方
向
性
を
示
し
た
点
で
も
先
艇
的
存

在
で
あ
る
が
、
ミ
シ
ェ
ル
・
タ
ビ
エ
と
出
会
っ
て
以
降
は
ア
ン
フ
ォ

ル
メ
ル
絵
画
へ
と
活
動
の
主
軸
を
移
し
て
い
っ
た
。

ま
た
、
ボ
リ
シ
ョ
イ
、

世
界
的
に
著
名
な
バ
レ
エ
団
が
来
日
し
、
マ
ー
サ
・
グ
レ
ア
ム
舞
踊

団
の
よ
う
な
新
し
い
ダ
ン
ス
表
現
が
日
本
に
紹
介
さ
れ
る
中
、
日
本

が
創
出
し
た
独
特
の
身
休
表
現
に
「
舞
踏
」
が
あ
る
。
八

0
年
代
ご

ろ
か
ら
海
外
で
も
「
B
U
T
O
H
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
い

評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
舞
踏
は
、
土
方
巽
、
大
野
一
雄
ら
を
中

心
に
、
一
九
五

0
年
代
ご
ろ
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
以
前

の
ダ
ン
ス
の
主
流
は
ド
イ
ツ
表
現
主
義
の
ダ
ン
ス
、
ノ
イ
エ
タ
ン
ツ

で
あ
り
、

二
人
と
も
そ
の
よ
う
な
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
の
ダ
ン
サ
ー
で
あ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
・
バ
レ
エ
な
ど

っ
た
。
こ
の
時
代
、
舞
踊
に
は
古
典
芸
能
を
除
け
ば
バ
レ
エ
と
モ
ダ

ン
ダ
ン
ス
し
か
な
く
、
舞
踏
と
い
う
日
本
人
の
身
体
を
基
盤
と
し
た

新
た
な
舞
踊
の
登
場
は
極
め
て
革
新
的
で
あ
っ
た
。
舞
踏
と
い
う
名

称
は
「
舞
う
」
と
「
大
地
を
踏
む
」
か
ら
き
て
お
り
、
土
方
巽
は
自

ら
を
「
暗
黒
舞
踏
派
」
と
名
乗
っ
て
い
た
。

一
九
五

0
年
代
に
始
ま
っ
た
舞
踏
の
身
体
表
現
と
は
、
日
本
の
習

俗
に
根
ざ
し
た
、
西
洋
の
ダ
ン
ス
と
は
異
な
る
独
自
の
表
現
で
あ
る
。

西
洋
的
身
体
と
日
本
的
身
休
の
違
い
は
、
端
的
に
言
え
ば
前
者
が

バ
レ
エ
の
跳
躍
な
ど
、
上
へ
伸
び
る
身
体
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者

は
能
の
よ
う
に
、
地
に
着
く
身
体
で
あ
る
点
に
帰
結
す
る
。
ま
た
、

「
静
止
」
と
い
う
概
念
に
も
違
い
が
あ
る
。
日
本
の
舞
踊
で
は
、
静
止

と
い
っ
た
場
合
、
身
体
の
動
き
を
止
め
て
い
て
も
、
意
識
の
上
で
は

絶
え
ず
流
れ
続
け
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。
日
本
人
に
は
西
洋

的
身
体
に
対
し
て
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
抱
く
者
も
お
り
、
舞
踏
は
そ

う
し
た
日
本
的
身
体
の
動
き
を
拾
い
上
げ
て
、
世
界
的
に
も
通
じ
る

表
現
に
形
作
っ
て
い
っ
た
点
で
、
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

舞
踏
の
流
れ
は
、
第
一
期
は
『
禁
色
』
な
ど
い
わ
ば
洋
物
エ
ロ
テ

ィ
シ
ズ
ム
の
時
代
、
第
二
期
は
『
あ
ん
ま
』
な
ど
日
本
の
家
の
隅
々

一
九
六

0
年
代
の
流
れ
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に
巣
食
う
情
念
と
身
振
り
を
回
収
し
よ
う
と
し
た
時
代
、
第
三
期
は

「
い
ざ
る
」
「
し
ゃ
が
み
こ
む
」
舞
踊
を
前
面
に
押
し
出
し
て
き
た
時

代
、
と
さ
れ
て
い
る

(5)°

六

0
年
代
は
第
二
期
に
あ
た
り
、
主
要
作

品
と
し
て
は

『あ
ん
ま
ー
愛
欲
を
支
え
る
劇
場
の
話
』
(
-
九
六
三

年
）
（
図

2
)
、
『
ハ
ラ
色
ダ
ン
ス
』
(
-
九
六
五
年
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。

既
成
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
芸
術
の
総
合
化
と
い
う
考
え
に
根

ざ
し
た
活
動
は
、
一
九
六

0
年
代
、
特
に
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

活
動
に
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る

(
6
)
0

草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
前
衛
芸
術
家
で
も
あ
っ
た
生
花
の
草
月

流
家
元
・
勅
使
河
原
蒼
風
と
宏
父
子
に
よ
っ
て
発
案
さ
れ
た
機
関
で

あ
り
、
華
月
会
館
の
地
下
ホ
ー
ル
を
拠
点
に
、
井
川
宏
三
と
の
ち
に

フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
を
た
ち
上
げ
る
奈
良
義
巳
が
企
画
・
制
作
・
連

営
を
担
当
し
、
録
音
技
師
の
奥
山
重
之
助
と
照
明
技
師
の
中
野
雅
光

が
加
わ
り
、
独
自
の
企
画
を
行
っ
た
。

草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
「
草
月
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
シ
リ

ー
ズ
」
と
し
て
音
楽
・
演
劇
・
ダ
ン
ス
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
を
間
わ
ず
国

際
的
・
前
衛
的
な
活
動
を
紹
介
し
た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
武
満
徹
、

高
橋
悠
治
、
一
柳
彗
ら
の
前
衛
音
楽
家
が
参
加
し
、
「
映
像
と
ジ
ャ
ズ

の
結
合
」
、
「
詩
と
ジ
ャ
ズ
の
結
合
」
、
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」
、
「
能
舞
」

な
ど
を
テ
ー
マ
に
総
合
的
な
舞
台
が
企
画
さ
れ
た
。
ま
た
、
実
験
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
映
像
の
分
野
に
も
活
動
は
及
ん
で
い
た
他
、
小

野
洋
子
や
ナ
ム
・
ジ
ュ
ン
・
パ
イ
ク
と
い
っ
た
、
フ
ル
ク
サ
ス
と
も

関
連
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
何
度
か
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
海
外
の
前
衛
芸
術
家
た
ち
を
招
聘
し
た
こ
と
で
も
草
月
ア

ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
。
そ
の
中
で
も
特
に
重

要
な
の
は
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
と
マ
ー
ス
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
の
招
聘
（
図

3
)
で
あ
る
。

六
二
年
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
は
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
テ
ュ
ー
ド
ア
と

と
も
に
来
日
し
、
「
ジ
ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
・
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
大

き
な
衝
撃
を
も
た
ら
し
た
。
ケ
ー
ジ
は
、
チ
ャ
ン
ス
・
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
（
偶
然
性
の
手
法
）
に
よ
る
不
確
定
性
の
音
楽
に
よ
っ
て
、
音

楽
と
い
う
概
念
を
覆
す
試
み
を
行
っ
た
芸
術
家
で
あ
る
。
易
や
コ
イ

ン
を
用
い
た
作
曲
や
、
図
形
楽
譜
、
言
葉
に
よ
る
楽
譜
な
ど
が
用
い

ら
れ
、
『
四
分
三
三
秒
』
（
五
二
年
）
と
い
う
、
四
分
三
三
秒
間
舞
台

上
で
沈
黙
す
る
作
品
も
生
み
出
さ
れ
た
。

六
四
年
に
来
日
し
た
マ
ー
ス
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
は
ケ
ー
ジ
の
影
讐
を

受
け
、
偶
然
性
の
手
法
を
ダ
ン
ス
に
取
り
入
れ
た
。
来
日
公
演
（
図

4
)
で
は
、
音
楽
監
督
を
ケ
ー
ジ
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
を
テ
ュ
ー
ド
ア
、

舞
台
美
術
と
照
明
監
督
を
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
画
家
ロ
バ
ー
ト
・
ラ

ウ
シ
ェ
ン
ハ
ー
グ
が
担
当
し
て
お
り
、
当
時
の
現
代
音
楽
と
現
代
美



79 

術
、
現
代
舞
踊
の
最
先
端
と
も
い
え
る
顔
が
揃
っ
て
い
た
。
関
連
企

画
と
し
て
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
「
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ

ー
グ
ヘ
の
二

0
の
質
問
」
が
行
わ
れ
、
日
本
の
芸
術
家
た
ち
と
の
交

流
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。

「
旧
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
六

0
年
代
の
前
衛
芸
術
の
大
き
な

震
源
地
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
」
と
現
代
美
術
評
論
家
の
東
野
芳
明
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
(7
)

、
芸
術
文
化
発
展
の
た
め
の
交
流
の
広
場
と
な

ろ
う
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
発
足
し
た
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活

動
は
、
芸
術
の
総
合
化
と
い
う
こ
の
時
代
の
潮
流
を
顕
著
に
示
す
も

の
で
あ
っ
た
。
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
各
芸
術
分
野
の
領
域

を
超
え
た
交
流
と
い
え
る
活
動
は
六
五
年
ま
で
の
間
に
集
中
し
て
お

り
、
以
降
は
次
第
に
フ
ィ
ル
ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
映
画
の
活

動
が
中
心
に
な
っ
て
い
っ
た
。

ハ
イ
レ
ッ
ド
セ
ン
タ
ー
（
六
三
年
結
成
）
の
活
動
な
ど
、
ハ
プ
ニ

ン
グ
や
イ
ヴ
ェ
ン
ト
と
呼
ば
れ
る
脱
領
域
的
な
も
の
（
中
間
領
域
）

は
六

0
年
代
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
実
験
的
試

み
を
行
っ
た
の
ち
、
各
ジ
ャ
ン
ル
に
屈
帰
す
る
と
い
う
傾
向
が
あ
る

の
は
事
実
で
あ
る
。
「
実
験
」
は
あ
く
ま
で
「
実
験
」
に
と
ど
ま
り
、

演
劇
や
音
楽
の
領
域
に
一
時
的
に
足
を
踏
み
入
れ
、
元
の
場
所
に
回

帰
す
る
。
い
う
方
向
を
示
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
舞
台
芸
術

と
い
え
る
ほ
ど
完
成
さ
れ
た
も
の
は
少
な
い
。
し
か
し
、
既
成
の
ジ

ャ
ン
ル
か
ら
逸
脱
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
互
交
流
を
は
か
っ
た
こ

と
に
は
意
義
が
あ
る
。
現
在
は
脱
領
域
と
い
う
前
衛
的
試
み
で
は
な

く
、
ア
ー
ト
の
中
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
形
成
さ

れ
、
定
着
し
た
よ
う
で
あ
る
。

演
劇
の
方
面
で
は
、
固
十
郎
の
状
況
劇
場
が
一
九
六
二
年
（
八
八

年
胆
組
と
改
称
）
、
寺
山
修
司
の
天
井
桟
敷
が
六
七
年
に
結
成
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
「
ア
ン
グ
ラ
（
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
演
劇
」
と

呼
ば
れ
、
新
た
な
演
劇
表
現
を
も
た
ら
し
、
六

0
年
代
か
ら
七

0
年

代
に
か
け
て
フ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
。
八

0
年
代
に
入
っ
て
か
ら

も
小
劇
場
プ
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
演
劇
の
盛
ん
な
時
期
が
続
い
て
い
る
。

一
九
七

0
年
代
の
流
れ

六

0
年
代
に
確
立
し
た
舞
踏
の
表
現
は
、
広
く
波
及
し
、
多
く
の

舞
踏
ダ
ン
サ
ー
や
グ
ル
ー
プ
を
生
み
出
し
て
い
っ
た
。

一
九
七
二
年

に
結
成
さ
れ
た
、
麿
赤
児
主
宰
の
「
大
賂
舵
鑑
」
は
、
暗
黒
舞
踏
に

ス
ペ
ク
タ
ク
ル
を
取
り
入
れ
た
「
天
賦
典
式
」
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を

つ
く
り
、
今
日
ま
で
そ
の
様
式
を
保
っ
て
い
る
。

天
児
牛
大
は
、
大
賂
院
鑑
で
活
動
し
た
の
ち
一
九
七
五
年

「
山
洵

塾
」
を
創
設
す
る
。
彼
ら
は
土
方
巽
の
暗
黒
舞
踏
の
流
れ
を
受
け
な
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行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
に
選
び
出
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
一
軒
の

が
ら
も
、
「
暗
黒
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
白
く
静
謡
な
涅
槃

の
世
界
を
思
わ
せ
る
美
的
空
間
を
創
出
し
た
。
山
洵
塾
は
八

0
年
に

大
野
一
雄
ら
と
と
も
に
ナ
ン
シ
ー
国
際
演
劇
祭
で
作
品
を
上
演
し
、

国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
。
八
―
一
年
か
ら
は
拠
点
を
パ
リ
市
立

劇
場
に
移
し
て
い
る
。
主
な
作
品
に
は
『
金
柑
少
年
』
(
-
九
七
八

年
）
、
『
卵
を
立
て
る
こ
と
か
ら
ー
卵
熱
』
(
-
九
八
六
年
）
な
ど
が
あ

る
。
八

0
年
代
以
降
、
舞
踏
が
「
B
U
T
O
H
」
と
し
て
世
界
的
に
広

が
る
ス
タ
イ
ル
と
な
る
背
景
に
は
「
山
洵
塾
』
の
活
躍
が
大
き
い
。

ま
た
、
七

0
年
代
初
め
に
は
、
維
新
派
（
七

0
年
結
成
）
と
錬
肉

工
房
（
七
一
年
）
と
い
う
現
在
ま
で
続
く
息
の
長
い
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
の
グ
ル
ー
プ
が
登
場
し
て
い
る
。

演
劇
実
験
室
・
天
井
桟
敷
を
主
宰
し
て
い
た
寺
山
修
司
は
、
七
〇

年
代
に
入
る
と
演
劇
か
ら
の
越
境
を
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九

七

0
年
の
作
品
『
イ
エ
ス
」
（
図

5
)
は
、
次
の
よ
う
な
奇
抜
な
も
の

で
あ
っ
た
。

「
第
二
部
は
観
客
と
俳
優
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
観
光
バ
ス
に
乗

せ
、
行
き
先
不
明
の
ま
ま
「
上
演
地
」
に
向
か

っ
た
。

（
中
略
）

劇
団
員
た
ち
は
私
た
ち
を
先
導
し
て
階
段
を
何
附
も
の
ぽ
り
、

ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
た
。
開
い
た
扉
の
中
で
は
、
若
い
夫
婦
が
畳

に
座
っ
て
夕
食
後
の
団
渠
を
し
て
い
た
が
、
不
意
の
侵
入
者
た

ち
に
驚
く
夫
婦
を
尻
目
に
、
劇
団
員
は
「
団
槃
の
光
景
を
見
せ

て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
、
構
わ
な
い
か
ら
入
っ
て
く
だ
さ

た
じ
ろ
く
観
客
を
室
内
に
誘
い
こ
ん
で
し
ま

っ
た
。

い
」
と
、

こ
う
し
て
、
「
あ
な
た
た
ち
は
何
者
な
ん
だ
？
」
と
呆
然
と
し

て
懸
命
に
抗
議
す
る
若
い
夫
婦
の
周
り
を
、
数
十
人
の
観
客
が

囲
ん
で
見
物
す
る
と
い
う
、
日
常
を
演
劇
が
犯
す
異
常
な
「
ド

ラ
マ
」
が
展
開
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
だ
が
、
や

が
て
事
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
人
の
好
さ
そ
う
な
若
い

夫
婦
こ
そ
が
、
実
は
俳
優
だ
っ
た
の
だ
！
私
た
ち
が
本
物
の
日

常
と
信
じ
こ
み
、
そ
こ
に
侵
入
し
た
こ
と
で
後
ろ
め
た
さ
を
覚

え
て
い
た
こ
の
リ
ア
ル
そ
の
も
の
に
見
え
る
家
庭
こ
そ
、
さ
り

げ
な
く
周
到
に
仕
組
ま
れ
た
演
劇
11
虚
構
だ
っ
た
。
夫
婦
は
し

ば
ら
く
し
て
明
ら
か
に
芝
居
の
台
詞
と
分
か
る
こ
と
ば
を
語
り

始
め
、
驚
く
私
た
ち
の
眼
前
で
、
現
実
を
虚
構
に
逆
転
し
た
」

(
S
)
0

こ
の
寺
山
の
作
品
は
、
も
は
や
演
劇
に
と
ど
ま
ら
ず
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
領
域
に
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
寺
山
は
こ
の
後

も
『
人
力
飛
行
機
ソ
ロ
モ
ン
」
（
七

0
年
）
、
三

0
時
間
の
市
外
劇
『
ノ
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ッ
ク
』
（
七
五
年
）
、
『
観
客
席
』
（
七
八
年
）
と
い
っ
た
、
脱
演
劇
と
い

う
だ
け
で
な
く
現
実
と
虚
構
の
関
係
を
撹
乱
す
る
作
品
を
発
表
し
た
。

一
九
八

0
年
代
以
降
の
流
れ

八

0
年
代
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
八
二
年
に
開
価
さ
れ
た
利
賀

フ
ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
で
の
国
際
演
劇
祭
の
先

駆
け
と
な
る
も
の
で
、
同
年
以
後
毎
年
開
椛
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
ま
さ
に
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
祭

典
で
あ
っ
た
。

第
一
国
の
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
ハ
ル
に
は
、
国
内
外
の
注
目
す
べ
き

グ
ル
ー
プ
の
作
品
が
集
ま
っ
て
い
た
。
悔
外
か
ら
は
ロ
バ
ー
ト
・
ウ

ィ
ル
ソ
ン
の
『
聾
者
の
視
線
」
(
-
九
七

0
初
演
）
、
メ
レ
デ
ィ
ス
・

モ
ン
ク
の
『
少
女
教
育
』
、
タ
デ
ウ
シ
ュ
・
カ
ン
ト
ー
ル
の
『
死
の
教

室
』
、
国
内
か
ら
は
賑
形
劇
場
（
太
田
省
吾
主
宰
）
の
「
小
町
風
伝
』
、

天
井
桟
敷
（
寺
山
修
司
主
宰
）
の
『
奴
婢
訓
」
な
ど
が
上
演
さ
れ
て

い
る
。利

賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
上
演
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

は
、
絵
画
や
建
築
か
ら
始
ま
り
、
す
で
に
六

0
年
代
か
ら
パ
フ
ォ
ー

ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
に
転
じ
て
製
作
を
行
っ
て
い
た
。
超
ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
の
動
き
や
、
ひ
と
つ
の
単
語
の
反
復
、
極
端
に
長
い
上
演
時

間
を
特
徴
と
し
、
観
客
の
想
像
力
を
喚
起
す
る
手
法
は
「
イ
メ
ー
ジ

の
劇
場
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
(
9
)

。
代
表
作
『
浜
辺
の
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
』
（
図

6
)
は
一
九
七
七
年
初
演
の
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
音

楽
は
現
代
音
楽
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
グ
ラ
ス
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ル

シ
ン
ダ
・
チ
ャ
イ
ル
ズ
が
担
当
し
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
高
傑

作
と
も
言
わ
れ
た
一
］
）
。
こ
の
作
品
は
九
二
年
に
来
日
公
演
が
な
さ
れ

ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
や
先
に
述
べ
た
ケ
ー
ジ
、
カ
ニ
ン
ガ
ム

は
ロ
ー
ズ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ハ
ー
グ
に
よ
っ
て
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
周
辺
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
(11)

。
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
周

辺
」
に
属
す
る
彼
ら
の
作
品
は
、
パ
フ
ォ
）
マ
ン
ス
的
で
あ
る
と
同

時
に
前
衛
演
劇
的
な
面
も
備
え
て
い
る
。

一
九
八
六
年
に
来
日
し
た
ピ
ナ
・
バ
ウ
シ
ュ
は
、
七
三
年
に
ド
イ

ツ
の
バ
レ
エ
団
、
ヴ
ッ
パ
タ
ー
ル
舞
踊
団
の
芸
術
監
督
に
就
任
し
、

以
後
は
同
舞
踊
団
で
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
彼
女
が
初
来
日
し
た

と
き
に
は
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
は
舞
踊
の
中
に
演
劇
的

手
法
を
取
り
入
れ
た
「
タ
ン
ツ
テ
ア
タ
ー
」
と
い
う
手
法
が
当
時
斬

新
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

八
四
年
に
初
来
日
し
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ベ
ケ
ッ
ト
の
不
条
理
劇
を

原
作
と
し
た
『
メ
イ

B
』
（
八
一
年
初
演
）
を
上
演
し
た
マ
ギ
ー
・
マ

て
い
る
。
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ラ
ン
は
、

日
本
の
舞
踏
の
影
郷
醤
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
白
塗

り
さ
れ
、
ぽ
ろ
ほ
ろ
と
剥
が
れ
か
け
た
よ
う
な
顔
や
、
身
振
り
や
手

振
り
は
ダ
ン
ス
的
で
は
な
く
、
舞
跨
に
近
い
。
こ
れ
は
、
八

0
年
に

フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
演
劇
祭
で
、
大
野
一
雄
や
山
洵
塾
の
作
品
が

洵
外
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

ま
た
、
八
六
年
に
勅
使
河
原
三
郎
が
西
洋
の
権
威
あ
る
振
付
コ
ン

ク
ー
ル
で
あ
っ
た
バ
ニ
ョ
レ
国
際
振
付
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
し
た
こ

と
も
重
要
で
あ
る
。
勅
使
河
原
三
郎
は
バ
レ
エ
や
マ
イ
ム
を
学
び
、

舞
跨
と
も
異
な
る
独
特
の
ダ
ン
ス
を
築
き
上
げ
て
お
り
、
彼
の
入
賞

に
よ
り
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
が
始
ま
る
と
い
わ
れ

て
い
る

(
1
2
)
0

本
論
で
扱
っ
て
い
る
パ
パ

・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
八
二
年
に
結
成
さ
れ

た
。
八

0
年
代
の
日
本
の
演
劇
は
唐
十
郎
や
野
田
秀
樹
、
つ
か
こ
う

へ
い
ら
の
「
小
劇
場
ブ
ー
ム
」
に
あ
り
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
も
そ

の
よ
う
な
演
劇
の
流
れ
か
ら
登
場
し
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。
ダ
ム

タ
イ
プ
は
パ
パ

・
タ
ラ
フ
マ
ラ
結
成
の

二
年
後
で
あ
る

一
九
六
四
年

に
結
成
さ
れ
た
。

六

0
年
代
以
降
の
日
本
の
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

・
ア
ー

ツ
を
概
観
す

る
と
、
六

0
年
代
に
は
あ
ら
ゆ
る
芸
術
分
野
を
総
合
化
し
よ
う
と
す

る
試
み
が
非
常
に
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
身
休
表
現

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の
活
動
の
軌
跡

し

＼

こ

こ

-
)
／
}
二

q
i

に
お
い
て
も
「
舞
踏
」
と
い
う
日
本
独
自
の
表
現
が
展
開
し
た
重
要

な
時
期
で
あ
る
。
七

0
年
代
後
半
か
ら
八

0
年
代
前
半
は
、
寺
山
な

ど
の
脱
・
涼
劇
的
活
動
な
ど
の
画
期
的
な
試
み
は
あ
っ
た
が
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
は
ア
ー
ト
の
一
領
域
と
し
て
定
着
し
、
舞
踏
も
「
舞
踏
」

と
い
う
一
ジ
ャ
ン
ル
と
な
り
、
日
本
で
革
新
的
な
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
が
生
み
出
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
そ
う
い
っ
た
中
で

新
た
な
風
を
吹
き
込
ん
だ
の
が

「
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
」
で
あ
り
、

三

章
で
取
り
上
げ
る
「
ダ
ム
タ
イ
プ
」
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
（
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
）
は
、

創
設
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
作
品
の
ス
タ
イ
ル
は
常
に
変
化
し
続
け
て

い
る
。
そ
の
変
化
は
時
代
の
流
れ
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

先
取
り
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
第
二
章
で
は
、
パ
パ

・
タ
ラ
フ
マ

ラ
作
品
の
多
彩
な
展
聞
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

な
お
、
こ
の
章
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の

演
出
家
・
小
池
博
史
氏
よ
り
、
ほ
ほ
全
作
品
の
台
本
・
覚
書
の
提
供

を
受
け
た
他
、
数
匝
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
台
本
の
一
部
を
メ
ン
ハ
ー
の
さ
さ
だ
あ
き
こ
氏
よ
り
、
未
公
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刊
の
ビ
デ
オ
を
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の
事
務
所

S
A
I
(
サ
イ
）
よ
り
提

供
を
受
け
た
。

結
成
の
経
緯

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
一
九
八
二
年
に
小
池
博
史
と
、
学
生
時
代

の
演
劇
仲
間
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
当
初
は
パ
パ
・
タ

ラ
フ
マ
ラ
で
は
な
く
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
。

「
タ
ラ
フ
マ
ラ

T
A
R
A
H
U
M
A
R
A」-l
)

と
い
う
言
菓
は
、
メ
キ
シ

コ
の
高
山
地
帯
に
あ
る
タ
ラ
フ
マ
ラ
郷
と
、

そ
こ
に
住
む
人
々
タ
ラ

フ
マ
ラ
族
に
由
来
す
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
で
あ
り
、
劇
作
家
‘
俳

優
で
も
あ
る
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
ー
は
、
著
書
『
タ
ラ
ユ
マ
ラ
」
(11
)

に
お
い
て
、
ペ
ヨ
ー
ト
ル
と
い
う
幻
覚
作
用
の
あ
る
植
物
を
用
い
た

タ
ラ
フ
マ
ラ
族
の
儀
式
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
タ
ラ

フ
マ
ラ
は
幻
を
見
る
民
族
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
小
池
は
抱
い

た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
小
池
の
友
人
は
実
際
に
タ
ラ
フ
マ
ラ
郷
に

行
き
、
タ
ラ
フ
マ
ラ
族
が
い
つ
も
走
り
匝
っ
て
い
る
の
を
見
た
と
い

う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
我
々
の
日
常
が
彼
ら
の
非
日
常
で
あ

る
と
い
う
タ
ラ
フ
マ
ラ
族
の
面
白
さ
に
惹
か
れ
、
グ
ル
ー
プ
名
に
選

ん
だ
と
い
う
-
l
)

。
ま
た
、
小
池
は
メ
キ
シ
コ
の
民
俗
性
や
文
化
を
取

り
入
れ
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
「
近
代
・
現
代
」
と
い
う
枠
組

み
か
ら
い
か
に
逃
れ
る
か
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
こ
の
言
葉
を
選

ん
だ
と
も
述
べ
て
い
る

(
1
6
)
0

五
年
後
の
一
九
八
七
年
、
「
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
」
は
「
パ
パ
・
タ

ラ
フ
マ
ラ
」
と
名
称
を
改
め
る
。
こ
れ
は
、
劇
場
と
い
う
言
葉
が
固

定
的
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
し
ま
う
た
め
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
表
現
の

枠
組
み
を
取
り
払
お
う
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
強
い
意
志
を
あ
ら
わ
す

も
の
で
あ
っ
た
。
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
が
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
と
名
称

を
変
え
た
時
期
は
、
作
品
が
演
劇
的
な
も
の
か
ら
脱
却
し
た
時
期
と

重
な
っ
て
い
る
。
パ
パ

(
P
a
p
p
a
)
と
は
冠
詞
で
あ
り
、
特
に
意
味
は

持
た
な
い
。
し
か
し
、
カ
タ
カ
ナ
で
パ
パ
と
粛
い
た
場
合
、
西
洋
印

な
響
き
と
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
、
そ
れ
が
タ
ラ
フ
マ
ラ
と
い
う
言
葉
と

結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
無
国
籍
で
不
思
議
な
響
き
を
持
つ
名
称

と
な
っ
て
い
る
。

活
動
の
理
念

名
称
の
由
来
か
ら
も
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
（
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
）

の
理
念
は
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
具
体
的
な
創
立
理
念
は
次

の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
く
多
彩
な
舞
台
芸
術
を
創
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一
橋
大

造
し
、
発
表
す
る
。

二
、
舞
台
芸
術
以
外
に
も
美
術
、
音
楽
、
衣
装
、
映
像
な
ど
多
様

な
芸
術
活
動
を
行
い
な
が
ら
芸
術
家
ど
う
し
の
共
同
表
現
を

模
索
し
、
新
し
い
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
の
創
造
を
試
み
る
。

三
、
人
種
、
国
境
、
政
治
、
言
語
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
越
え
た
国
際

的
な
活
動
を
展
開
し
、
表
現
の
場
を
広
く
世
界
に
求
め
、
日

本
の
舞
台
芸
術
の
可
能
性
を
世
界
に
示
す
。
-
l
)

こ
れ
は
九
五
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
八
二
年
の
創
立
当

初
に
明
文
化
さ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
代
表
の
小

池
の
構
想
の
中
で
は
す
で
に
こ
の
よ
う
な
明
確
な
目
標
が
あ
り
、
試

行
錯
誤
を
繰
り
返
す
過
程
の
中
で
徐
々
に
作
品
や
活
動
に
も
反
映
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

構
成
員

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
に
つ
い
て
述
べ
る
と
き
、
第

一
に
作
・
演
出

の
小
池
博
史
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
は
結
成
の
一
九
八
二
年
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
、
変
化
に
富
む
作
品
の
ほ
ぼ
全
作
に
お
い
て
作
・

演
出
・
振
付
を
手
が
け
て
お
り
、
彼
な
く
し
て
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ

は
存
在
し
え
な
い
。
小
池
拇
史
は
茨
城
県
日
立
市
出
身
で
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
し
て
い
た
。
中
学
・
高
校
時
代
は
建
築

家
を
目
指
し
、
か
つ
柔
道
と
レ
ス
リ
ン
グ
と
武
道
に
打
ち
込
み
、
大

学
在
学
中
に
演
劇
を
始
め
た
。
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
時
代
の
初
期
作
品

は
非
常
に
台
詞
の
多
い
漢
劇
で
あ
る
が
、
学
生
時
代
の
作
品
に
は
無

言
劇
な
ど
も
あ
っ
た
。
九
五
年
に
は
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
研

究
所

(
P
.
A
.
I
)
を
発
足
さ
せ
、
表
現
者
の
養
成
に
努
め
て
い

る
。
九
七
年
か
ら
は
つ
く
ぱ
舞
台
芸
術
監
督
に
就
任
し
て
い
る
-
l
~
0

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の
出
演
者
は
、
八
二
年
の
設
立
当
初
は
小
池

と
同
じ
一
橋
大
学
出
身
者
が
多
数
を
占
め
て
い
た
。
設
立
時
か
ら
中

心
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
の
役
割
を
担
う
小
川
摩
利
子
も
一
橋

大
学
の
法
学
部
出
身
で
あ
る
。
彼
女
は
初
期
の
作
品
で
は
長
大
な
台

詞
を
こ
な
す
女
優
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
独
特
の
声
を
持
つ
ヴ
ォ
イ

ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

男
性
の
メ
イ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
松
島
誠

は
、
八
四
年
か
ら
の
参
加
で
あ
る
。
彼
は
日
本
大
学
の
芸
術
学
部
を

出
て
お
り
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
と
の
関
わ
り
は
オ
ブ
ジ
ェ
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
美
術
面
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
次
第
に
ダ
ン
ス

や
ヴ
ォ
イ
ス
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

八
九
年
頃
か
ら
は
演
劇
的
な
方
向
を
脱
し
、
洗
練
さ
れ
た
ダ
ン
ス

学
社
会
学
部
卒
業
の
の
ち
、
テ
レ
ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
多
数
の
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表
現
を
取
り
入
れ
て
い
く
過
程
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
も
新
た
に
プ

ロ
の
ダ
ン
サ
ー
が
加
わ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
八
九
年
か
ら
加
わ

っ
た
白
井
さ
ち
子
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
現
在

コ
ン
テ

ン
ポ
ラ
リ

ー
・
ダ
ン
ス
で
主
に
活
蹄
し
て
い
る
永
谷
亜
紀
や
山
崎
広
太
も
、
一

時
的
に
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
に
参
加
し
て
い
た
。
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン

グ
・
ア
ー
ツ
研
究
所
の
発
足
以
後
は
、
そ
の
出
身
者
も
多
数
メ
ン
バ

ー
に
加
わ
っ
て
い
る
。

九

0
年
ご
ろ
ま
で
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
は
美
術
担
当
者

が
多
く
、
『
W
H
I
T
E
P
A
R
A
D
E
』
（
九
一

年
）
な
ど
の
イ
ン
ス
タ
レ

ー

シ
ョ
ン
も
活
動
の

一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
以
後
、
ダ
ン
ス
や

ヴ
ォ
イ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
メ
ン
バ
ー
の
大
半
を
占
め
る
よ
う
に

な
る
と
、
舞
台
美
術
や
オ
ブ
ジ
ェ
、
音
楽
は
メ
ン
バ
ー
以
外
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ

作
品
に
参
加
し
た
主
な
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
、
音
楽
に
は
菅

谷
昌
弘
、
中
川
俊
郎
、
種
子
田
郷
、
舞
台
美
術
や
オ
ブ
ジ
ェ
に
は
森

脇
裕
之
、
田
中
真
聡
、
会
田
誠
、
映
像
に
は
佐
々
木
成
明
ら
が
い
る
。

芸
術
家
同
士
の
共
同
作
業
を
模
索
し
、
国
境
・
人
種
を
超
え
た
活

動
を
目
指
す
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
悔
外
公
演
や
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
、
特
に
九
六
年
以
降
ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
各
地
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い
る
。
パ
パ
・
タ

密
閉
さ
れ
た
空
間
に
転
換
し
た
時
期
（
八
ニ
ー
八
四
年

第
一
期
作
品
と
演
者
の
す
べ
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
濃
密
な
言
葉
と

ラ
フ
マ
ラ
に
参
加
し
た
海
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
、
『
草
迷
宮
』
を

共
同
制
作
し
た
ズ
ニ

・
ア
イ
コ
サ
ヒ
ド
ロ
ン
、
音
楽
で
は
リ
ュ
ウ
・

ソ
ー
ラ

（
劉
索
拉
）
、
レ
ス
リ
ー
・
ス
タ
ッ
ク
、
映
像
で
は
イ
ン
ゴ
・

ギ
ュ
ン
タ
ー
、
そ
し
て
パ
フ
ォ

ー

マ
ー
と
し
て
ヤ
ン

・
ツ
ィ
・
ク
ッ

ク
（
楊
志
殻
）
、

ア
リ
フ
ワ
ラ
ン
・
シ
ャ
ハ
ル
デ
イ
ン
、
ジ
ョ
シ
ュ
・

フ
ォ
ッ
ク
ス

、
チ
ェ
・
ジ

ン

・
ハ
ン
、
ト
ム
・
ト
ゥ
ル
ス
ら
が
い
る
。

本
論
で
扱
う
作
品
は
二

0
0
一
年
の
『

W
D』
ま
で
と
し
て
い
る

が
、
二

0
0
二
年
以
降
も
多
く
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
が
パ
パ
・
タ
ラ
フ

マ
ラ
の
作
品
に
参
加
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
オ

ノ

・
セ
イ
ゲ
ン
（
『
青
い
頭
の
雄
牛
』
二

0
0三
年
）
、
山
洵
塾
の
パ

フ
ォ

ー
マ
ー
岩
下
徹
（
『
ス
ト
リ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ク
ロ
コ
ダ
イ
ル
計
画

Il
』
二

0
0四
年
）
な
ど
で
あ
る
。

展
開
の
概
要

パ
パ

・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の
展
開
に
関
し
て
は
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ

の
作
品
性
に
基
づ
き
小
池
が
七
つ
の
時
代
分
け
を
行
っ
て
お
り
-
l
)
ヽ

こ
れ
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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第
七
期

第
六
期

第
五
期

第
四
期

第
三
期

言
葉
の
減
少
と
広
い
空
問
の
中
で
作
品
と
演
者

に
与
え
て
き
た
全
て
の
規
制
を
と
り
は
ら
っ
た
時
期
（
八

五
ー
八
六
年
）

柔
ら
か
な
空
気
感
と
清
祈
な
空
気
か
ら
な
る
舞
台
を
作
っ

た
時
期
（
八
七
ー
八
八
年
）

環
境
と
身
休
か
ら
の
発
想
に
よ
る
表
現
を
模
索
し
た
時
期

（
八
九
ー
九
一
年
）

ダ
ン
ス
に
近
い
身
体
言
語
を
作
品
の
中
に
取
り
入
れ
、
大

掛
か
り
な
装
置
な
ど
の
外
的
要
素
か
ら
の
作
品
を
作
っ
た

時
期
（
九
ニ
ー
九
五
年
）

ヴ
ォ
イ
ス
表
現
、
ダ
ン
ス
表
現
、
そ
し
て
、
環
境
の
三
つ

の
要
素
を

一
休
化
さ
せ
た
時
期
（
九
六
ー
九
八
年
）

社
会
的
側
面
に
焦
点
を
あ
て
、

二

0
世
紀
か
ら
、
ニ
―
世

紀
へ
の
転
換
期
を
意
識
し
て
作
晶
を
創
造
し
て
い
る
時
期

（
九
九
年
ー
）

以
上
の
小
池
自
身
の
時
代
分
け
と
、
個
々
の
作
品
映
像
の
分
析
か

ら
、
表
1
の
よ
う
に
作
品
を
分
類
し
た
。
ま
ず
、
パ
パ

・
タ
ラ
フ
マ
ラ

は
大
別
す
る
と
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
時
代
と
、
一
九
八
六
年
に
名
称
を
変

更
し
て
か
ら
の
パ
パ

・
タ
ラ
フ
マ
ラ
時
代
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
期

わ
っ
て
い
っ
た
。

青

タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
時
代
の
作
品
は
、
第
一
期
と
第
二
期
に
あ
た
る

-
0作
品
が
あ
る
。
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
時
代
の
初
期
作
品
は
、
非
常

に
狭
く
濃
密
な
空
間
で
行
わ
れ
、
膨
大
な
量
の
台
詞
が
暴
力
的
な
ほ

ど
の
勢
い
で
語
ら
れ
る
の
を
特
徴
と
し
て
い
る
（
図

7
)
。
雑
然
と
し

た
舞
台
で
の
猥
雑
に
し
て
、
滑
稽
な
ド
ラ
マ
は
、
寺
山
修
司
と
通
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
近
年
ま
で
変
わ
ら
な
い
点
と
し
て
は
、
明
確
な

ス
ト
ー
リ
ー
を
持
た
な
い
と
い
う
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
小
劇

場
ブ
ー
ム
や
、
ア
ン
グ
ラ
演
劇
の
系
列
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
の

で
き
る
作
品
群
で
あ
る
。

前
述
の
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
時
代
の
作
品
の
中
で
も
、
後
期
の
も
の

は
ま
っ
た
く
ス
タ
イ
ル
が
異
な
っ
て
い
る
。
急
激
に
台
詞
が
減
少
し
、

パ
ン
ト
マ
イ
ム
の
よ
う
な
動
作
や
、
歩
く
、
走
る
な
ど
の
日
常
的
動

作
を
基
に
し
た
身
体
表
現
が
整
合
さ
れ
て
い
く
。
雑
然
と
し
、
時
と

し
て
狂
騒
的
な
空
間
か
ら
、
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
へ
と
変

こ
の
よ
う
な
変
化
が
お
き
た
の
が
、
第
八
作
目
の
「
マ
リ
ー

の
中
で
」
（
八
五
年
）
か
ら
で
あ
り
、
小
池
が
第
二
期
と
し
た
時
期

に
あ
た
る
。
タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
場
の
最
後
の
作
品
『
M
O
N
K
』
（
八
六

年
）
（
図

8
)
を
見
る
と
、
き
わ
め
て
ア
ー
ト
志
向
の
強
い
空
間
を

構
築
す
る
グ
ル
ー
プ
に
変
貌
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
ト
ー
タ
ル
・
シ



87 

ア
タ
ー
」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
-
)
こ
〇

八
七
年
か
ら
の
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
時
代
の
特
徴
は
、
す
ぐ
れ
た

時
問
と
空
間
の
構
成
に
あ
る
。
空
間
を
彫
成
す
る
要
素
は
、
オ
ブ
ジ

ェ
や
仕
掛
け
を
持
つ
装
置
な
ど
の
美
術
、
音
楽
、
照
明
、
そ
し
て
ヴ

オ
イ
ス
表
現
や
ダ
ン
ス
表
現
を
含
め
た
身
体
表
現
で
あ
る
。
「
演
劇
で

な
い
演
劇
」
の
模
索
か
ら
、
ダ
ン
ス
表
現
の
導
入
な
ど
身
休
表
現
の

探
求
を
経
て
、
総
合
的
な
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ

て
い
っ
た
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ー
ツ
ヘ
と
展
開
し

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
時
代
の
作
品
は
、
ま
ず
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ

の
代
表
作
で
あ
る
『
パ
レ
ー
ド
』
（
八
九
年
）
（
図

9
)
と
、
「
船
を
見

る
』
（
九
七
年
）
の
二
作
品
を
基
準
に
、
そ
の
前
後
で
時
代
分
け
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
（
「
草
迷
宮
j

（
九
六
年
）
は
香
港
の
グ
ル
ー
プ
、

ズ
ニ
・
ア
イ
コ
サ
ヒ
ド
ロ
ン
t2
)
と
の
共
同
作
品
で
あ
り
、
異
色
作
で

あ
る
た
め
、
他
の
作
品
と
同
列
に
扱
う
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

時
期
的
に
は
『
船
を
見
る
j

よ
り
前
で
あ
る
が
、
作
品
の
性
質
上
、

『
船
を
見
る
』
以
降
の
も
の
と
同
じ
分
頬
に
含
め
る
。
）
さ
ら
に
、
世

紀
の
転
換
期
を
意
識
し
、
社
会
的
傾
向
を
強
め
た
「

W
D』
シ
リ
ー

ズ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
ハ
レ
ー

は
、
身
体
表
現
の
変
化
と
い
う
作
品
の

性
質
の
面
と
、
初
の
全
国
ツ
ア
ー
、
洵
外
公
演
を
行
っ
た
作
品
で
あ

（
八
九
年
）

る
と
い
う
面
か
ら
、
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
作
品
で
あ
る
。
小
池

は
一
九
八
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
招
聘
に
よ
り
、
文
化
交
流
の
目

的
で
渡
仏
し
た
。
こ
の
と
き
、
フ
ラ
ン
ス
の
舞
台
芸
術
の
レ
ベ
ル
の

高
さ
に
強
い
衝
撃
を
受
け
た
-
2
l
。
こ
の
と
き
の
経
験
が
、
代
表
作

「
パ
レ
ー
ド
』
(
-
九
八
九
年
）
を
生
み
出
す
原
動
力
と
な
っ
た
と
い

う
。
八
九
年
の
初
演
か
ら
数
年
に
わ
た
っ
て
公
派
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
中
で
ダ
ン
ス
表
現
の
導
入
な
ど
身
体
表
現
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。

小
川
磨
利
子
の
ヴ
ォ
イ
ス
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
こ
の
作
品
の
時
期

に
確
立
し
た
。
ダ
ン
ス
表
現
は
、
白
井
さ
ち
子
を
は
じ
め
と
す
る
バ

レ
エ
の
素
養
を
持
つ
ダ
ン
サ
ー
た
ち
の
参
加
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
『
パ
レ
ー
ド
』
（
八
九
年
）
、
『
ス
ト
ー
ン
・
エ
イ
ジ
』
（
九
一

年
）
、
『
ブ
ッ
シ
ュ
・
オ
ブ
・
ゴ
ー
ス
ト
』
（
九
二
年
）
（
図
10)
、
『
青
』

（
九
四
年
）
、
『
マ
ク
ベ
ス
ー
城
』
（
九
五
年
）
と
い
っ
た
作
品
は
、
「
オ

ブ
ジ
ェ
の
時
代
」
と
言
え
る
ほ
ど
に
オ
ブ
ジ
ェ
や
機
械
装
置
を
駆
使

し
た
時
代
と
し
て
も
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
バ
ブ
ル
経
済
期
の
豊
富
な

資
金
が
背
景
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
船
を
見
る
』
（
九
七
年
）
（
図
11)
は
、
ヴ
ォ
イ
ス
表
現
、
ダ
ン

ス
表
現
、
空
間
的
要
素
の
一
体
化
を
は
か
り
、
そ
れ
ら
が
見
事
に
融

合
し
た
作
品
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
新
た
な

局
面
を
迎
え
る
。
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『
島
ー
I
S
L
A
N
D
J

(
九
七
年
）
に
始
ま
る
『
島
」
シ
リ
ー
ズ
か
ら
、

長
期
に
わ
た
っ
て
廃
さ
れ
て
い
た
長
い
台
詞
に
よ
る
表
現
が
復
活
し
、

再
び
パ
パ

・
タ
ラ
フ
マ
ラ
作
品
の
一
要
素
と
な
っ
た
。

ま
た
、
九
六
年
に
香
港
の
ズ
ニ
・
ア
イ
コ
サ
ヒ
ド
ロ
ン
と
共
同
制

作
を
行
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
多
数
の
涌
外
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
「
船
を
見
る
』
に
参
加
し
た
ズ
ニ
・
ア
イ
コ
サ
ヒ
ド
ロ
ン
の

ダ
ン
サ
ー
、
ヤ

ン
・
ツ
ィ

・
ク
ッ
ク
は
、

京
劇
や
中
国
の
古
典
舞
踊

を
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
洵
外
の
ダ
ン

サ
ー
は
日
本
人
の
メ
ン
バ
ー
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
身
休
性
を
有
し

て
お
り
、
日
本
人
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
と
同
じ
舞
台
に
立
つ
こ
と
で
、
一

種
の
化
学
変
化
を
作
品
に
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
ダ
ン
サ
ー
以
外
で

も
『
島
ー
I
S
L
A
N
D
』
（
九
七
年
）
以
降
は
音
楽
や
映
像
の
分
野
で
多

数
の
洵
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
て
い
る
。

「W
D
J

(二

0
0
一
年
）
（
図

12)
は
全
四
章
、
三
時
間
近
く
に
及

ぶ
大
作
で
あ
り
、
約
二
年
か
け
て
第
一
章
か
ら
順
に
各
国
で
発
表
が

な
さ
れ
て
い
く
「
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
プ
ロ
グ
レ
ス
」
の
方
法
を
と
っ

た
初
め
て
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
「
W
h
a
t
h
a
v
e
 w
e
 

d
o
n
e
?
 

わ
れ
わ
れ
は
何
を
し
て
き
た
の
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
今

ま
で
の
作
品
以
上
に
、
戦
争
や
人
種
問
題
、
堕
胎
な
ど
の
社
会
的
問

題
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
新
し
い
展
開
を
見

せ
て
い
る
。
初
期
の
演
劇
的
傾
向
に
ス
パ
イ
ラ
ル
状
に
回
帰
し
、
八

0
年
代
の
作
品
の
よ
う
な
猥
雑
さ
、
滑
稽
さ
が
、
洗
練
さ
れ
た
身
体

表
現
と
巧
み
に
融
合
し
て
い
る
。
ダ
ン
ス
や
ヴ
ォ
イ
ス
、
台
詞
、
動

作
な
ど
が
複
雑
に
混
ざ
り
合
い
、
同
時
に
い
く
つ
も
の
身
体
表
現
の

パ
ー
ツ
が
生
み
出
さ
れ
、
高
度
に
構
築
さ
れ
て
い
く
、
と
い
う
手
法

は
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
独
自
の
も
の
で
あ
る
。

第
三
章

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
流
れ
に
お
け
る
パ

パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の
位
置
づ
け
ー

同
時
代
グ
ル
ー

プ
、
ダ
ム
タ
イ
プ
と
の
比
較
を
通
じ
て

ダ
ム
タ
イ
プ

d
u
m
b
t
y
p
e
の
結
成
は
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
よ
り

二
年
後
の
一
九
八
四
年
で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
は
京
都
市
立
芸
術
大

学
の
学
生
が
中
心
で
、
そ
れ
ぞ
れ
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
映
像
、
美
術
、

音
楽
、
デ
ザ
イ
ン
、
建
築
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を

持
っ
て
い
た
。
九
五
年
に
死
去
し
た
古
橋
悌
二
を
は
じ
め
と
し
て
、

高
谷
史
郎
、
池
田
亮
司
ら
多
数
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
。

映
像
、
音
闊
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
さ
れ
た
舞
台
装
置
、
パ
フ
ォ

ー
マ

ー
の
身
体
表
現
か
ら
構
成
さ
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
の
ほ
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か
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
同
名
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

C
D
、

印
刷
物
と
い
っ
た
、
多
数
の
媒
体
を
用
い
て
活
動
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
代
表
作
は
、
『
P
l
e
a
s
u
r
e
Life
』
（
八
八
年
）
、
『
p
H
』

（九

0
年
）
、
『
S
/
N
』
（
九
四
年
）
、
「
O
R
J
(
九
七
年
）
、
『
M
e
m
o
r
a
n
d
u
m
J

（二

0
0
0年
）
、
『
V
o
y
a
g
e
」（
二

0
0二
年
）
な
ど
で
あ
る
。
括
弧
内

は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
作
品
が
初
め
て
発
表
さ
れ
た
年
を
示
し
て
い
る
。

初
期
の
作
品
群
は
、
ゲ
ー
ム
盤
や
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ー
ト
の
よ
う
に

幾
何
学
的

・
抽
象
的
に
仕
切
ら
れ
た
空
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
ラ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
特
徴
と
し
て
い
た
と
い

う
（翌
。
八
八
年
初
演
の
『
P
le
a
s
u
r
e
Life
J
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ス
ピ

ー
カ
ー
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
情
報
端
末
が
、
整
然
と
電
極
の
よ
う
に

並
べ
ら
れ
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
そ
の
制
御
さ
れ
た
空
間
の
中
を
機
械

的
に
動
い
て
い
る
。
九

0
年
初
演
の
『
p
H
J
は
、
空
間
全
休
が
巨
大

な
コ
ピ
ー
機
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
長
方
形
の
白
い
空
間
の
上

を
、
高
さ
の
違
う
二
本
の
機
械
が
光
線
を
発
し
な
が
ら
往
復
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
動
き
は
制
御
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
ダ
ム
タ
イ
プ
の
作
品
で
は
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
を
含
め
た
す
べ
て

の
要
素
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
さ
れ
、
配
置
や
展
開
は
精
密
な
ダ
イ

ア
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
動
く
。
人
間
の
挙
動
さ
え
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
さ
れ
る
と
い
う
、
現
代
社
会
お
よ
び
近
未
来
社
会
の
パ
ロ
デ
ィ
ー

九
四
年
初
演
の
『
S
/
N
』
（
図
認
）
は
、
コ
ア
・
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
あ
っ
た
古
橋
悌
二
が
、
自
ら
が
ゲ
イ
で
あ
る
こ
と
、

H
I
V
に
感
染

し
て
い
る
こ
と
を
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
し
、
エ
イ
ズ
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
何
か
と
い
っ
た
社
会
的
問
題
に
深
く
切
り

込
ん
だ
作
品
と
な
っ
た
。
古
橋
は
九
五
年
の
『
S
う

N
』
プ
ラ
ジ
ル
公

演
中
に
、
日
本
で
エ
イ
ズ
に
よ
る
敗
血
病
の
た
め
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
後
の
九
七
年
初
演
の
作
品
『
O
R
』
（
図

14
）
の
タ
イ
ト
ル
は

ま
さ
に
「
生
か
死
か
」
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ベ
ッ
ド
で
生
と
死

の
臨
界
点
に
置
か
れ
た
身
休
を
、
メ
ン
バ
ー
の
ひ
と
り
ひ
と
り
が
追

体
験
す
る
と
い
う
内
容
で
、
古
橋
へ
の
弔
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

強
烈
な
ス
ト
ロ
ボ
の
閃
光
と
、
電
子
音
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
か
ら
構
成

さ
れ
る
圧
倒
的
な
作
品
に
な
っ
て
い
る
。

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
と
ダ
ム
タ
イ
プ
は
八

0
年
代
に
登
場
し
た
、

芸
術
の
分
野
を
横
断
す
る
表
現
を
行
う
グ
ル
ー
プ
と
し
て
た
び
た
び

並
べ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
ダ
ム
タ
イ
プ
が
科
学
的
で
ク
ー
ル
な
現
代
社
会
の
計
測
装
置
と

し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
社
会
に
西
洋
的
な
理
知
と
思
索
で
挑
む
な

ら
、
壮
大
な
宇
宙
の
中
で
無
垢
に
た
ゆ
た
う
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
、

と
な
っ
て
い
る
。
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東
洋
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
。

構
築
す
る
ダ
ム
タ
イ
プ
と
直
観
に
身
を
委
ね
る
タ
ラ
フ
マ
ラ
。

世
界
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
点
で
、
両
者
は
共
通
し
て
い
る
。

た
だ
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
ベ
ク
ト
ル
を

持
っ
て
い
る
の
は
確
か
な
よ
う
だ
」
（初）
0

「
手
作
り
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
遊
戯
的
な
身
休
表
現
に
こ
だ
わ
る
パ

パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
。
先
端
化
す
る
ハ
イ
テ
ク
の
世
界
を
鋭
く
反

映
す
る
ダ
ム
タ
イ
プ
。
ふ
た
つ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
グ
ル
ー

プ
は
、
現
代
の
日
本
社
会
の
表
裏
を
な
す
ふ
た
つ
の
側
而
を
休

現
し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
」

(
2
5
)
0

こ
の
二
つ
の
文
章
が
書
か
れ
た
の
は
九
一
年
か
ら
九
二
年
で
あ

る
。
こ
の
時
期
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
と
ダ
ム
タ
イ
プ
は
ど
の
よ
う

な
作
品
を
発
表
し
て
い
た
の
か
見
て
み
る
と
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ

は
「
パ
レ
ー
ド
」
、
ダ
ム
タ
イ
プ
は
『
p
H
』
を
そ
れ
ぞ
れ
上
演
し
て

い
る
。
ど
ち
ら
の
作
品
も
、
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
転
換
点
と
な
っ
た

も
の
と
い
え
る
。
こ
の
時
代
に
両
者
を
比
較
す
る
批
評
が
な
さ
れ
た

の
は
、
当
時
の
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
が
美
術
寄
り
活
動
を
展
開
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
パ
レ
ー
ド
』
は
八
九
年
に
初
演

さ
れ
て
か
ら
『
1
9
9
2
パ
レ
ー
ド
」
と
手
を
加
え
ら
れ
る
段
附
で
、
ダ

―
つ
の
シ
ス
テ
ム
を
理
論
的
に

ン
ス
の
表
現
が
僅
か
に
流
入
し
て
く
る
も
の
の
、
ま
だ
ダ
ン
ス
的
傾

向
の
作
品
と
は
遠
く
、
幾
何
学
的
形
態
の
オ
ブ
ジ
ェ
や
機
械
仕
掛
け

の
装
置
の
間
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
が
移
動
す
る
、
と
い
う
形
態
を
と
っ

て
い
た
。
こ
れ
は
、
ダ
ム
タ
イ
プ
の
『
p
H
』
と
確
か
に
共
通
点
が
認

め
ら
れ
る
。
『
パ
レ
ー
ド
』
の
時
期
以
降
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
が
ダ

ン
ス
的
傾
向
を
強
め
で
い
く
と
、
ダ
ム
タ
イ
プ
と
並
べ
て
の
批
評
も

少
な
く
な
っ
て
い
く
。

八

0
年
代
か
ら
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
は
広
く
流
布

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う
言
葉
で
語
ら
れ

る
の
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
美
術
の
中
で
、
ア
ク
シ
ョ
ン
、
イ
ヴ

ェ
ン
ト
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
と
い
っ
た
、
身
休
性
と
時
間
性
を
介
在
す
る

中
間
領
域
を
指
す
言
葉
で
あ
り
、
現
在
で
も
そ
の
意
味
合
い
は
強
い
。

公
演
・
上
演
と
い
う
意
味
で
、
洵
外
公
泄
で
は
自
然
に
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
が
、
日
本
で
用
い
る
場
合
は
注
意
が

必
要
で
あ
る
。
特
に

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
集
団
」
な
ど
と
い

っ
た
場

合
は
、
美
術
領
域
の
意
味
合
い
を
想
起
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

二
つ
の
引
用
文
の
う
ち
後
者
は
、
扇
田
昭
彦
氏
の
『
パ
フ

ォ
ー
マ

ン
ス
の
冒
除
ー

―
二
年
間
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
』
3
こ
で
あ
る
。
こ
の

中
で
は
、
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
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規
の
枡
た
な
フ
ォ
ル
ム
を
採
求
す
る
身
休
表
現
を
あ
ら
わ
す
こ

と
ば
と
し
て
使
い
た
い
」
。

本
論
に
お
い
て
「
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
ク
・
ア
ー
ツ

，一
と
い
う
名
杓
で

定
義
し
た
も
の
が
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
と
し
て
底
義
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
て
き
る
。
よ
っ
て
、
崩
掲
の
文
，
州
に
お
い

て
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ク
ル
ー
プ
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
か
ら
、
「
泊
劇
・
舞
踊
の
枠
糾
み

を
は
ず
れ
た
も
の
」
と
は
、
演
劇
や
舞
踊
に
枯
盤
を
悩
い
て
い
る
も

の
と
衿
え
ら
れ
、
文
術
分
野
の
川
出
と
し
て
の
使
JI
頻
以
の
詞
い

「
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
」
と
い
う
言
策
で
括
る
こ
と
に
は
間
叩
』
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ーと
し
て

．． 一ヽ

｛

。

と
す
る

ダ
ム
タ
イ
プ
と
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の
近
い
は
、

い
と
し
て
、

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
湖
に
作
・
面
出
を
担
当
す
る
小

池
博
史
と
い
う
絶
対
的
存
在
が

い
る
の
に
対
し
、

災
団
制
作
を
重
視
し
て
お
り
、

特
に
中
心
は
持
た
な
い
グ
ル
ー
プ
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ダ
ム
タ
イ
プ
の
牡
徴
は
、

た
こ
と
は
今
の
と
こ
ろ

i

度
も
な
い
。

ま
す
糾
織
の
迎

ダ
ム
タ
イ
プ
は
、

プ
ロ

ク
・
イ
ン
・
プ
ロ
グ
レ
ス
と
し
て
舞
台
作
品
以
外
の
も
の
を
捉
ホ
し

る
が

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
舞
台
作
晶
が
第
一
で
あ
り
‘
ワ
ー

作
品
、
印
刷
物
な
ど
、
放
休
が
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
を
怠
図
し
て
い

し
か
し
、
ダ
ム
タ
イ
プ
の
場
合

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
デ
オ

る
作
品
発
表
を
間
始
し
て
お
り

共
通
す
る
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

フ
マ
ラ
も
九

0
年
代
後
半
か
ら
ワ
ー
ク
・
イ
ン
・
プ
ロ
ク
レ
ス
に
よ

油
制
・
訓
踊
を
そ
の
外
祁
に
向
か
っ
て
閲
き
、
衣
収
拾
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、

竹
品
は
変
容
し
て
い

く。

・
タ
ラ

。ヽ、

。ヽ
ノ
ノ

現
代
芸
術
の
川
11

叩
と
し
て
使
わ
れ
る
「
ハ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
』
は
、
元
来
、
表
現
に
身
作
刊
ゃ
肋
側
竹
を
導
人
し
よ
う

と
す
る
美
術
の
分
野
で
発
想
さ
れ
た
こ
と
ば
だ
が
、
こ
こ
で
は

を
か
け
て
ー
つ
の
作
晶
を
元
収

~

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

～

）

 

＇ 

）と

・
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.• 
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`
 

｝
 

'
-
,
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/
 

・、＇、`

ン
・
プ

ロ
グ
レ
ス
」
と
い

う
手
法
で

fl品
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ

は、

H
本
と
洵
外
の
数
ク
／
で

ツ
ア
ー
を
行
い
、

二
年
程
以
の
貼
而
皿

に
お
こ
な
わ
れ
る
身
休
を
主
休
と
す
る
表
現
を
忍
味
す
る
こ
と

ダ
ム
タ
イ
プ
は
九

0
り
の
竹
晶
『
p
H
』
か
ヽ

V) 

「
ワ
ー
ク
・
イ

く
、
以
成
の
演
劇
•
関
踊
の
枠
糾
み
を
は
す
れ
て
、
脱
伯
域
的

共
通
点
で
あ
る
が
、
他
に
も
共
辿
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
て
き
る
。

ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー

ソ
と
し
て
の
演
闊
・
肛
踊
そ
の
も
の

で
は
な

＼

）

じ

illゾ
ソ
ノ
ヒ
じ

j+6

I-
,
1
i
 
．．．
 

ィ

ー

1
と
1
,
1
1

‘, 

1
>
 

゜ヽ
c

ヽ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の

c
 

確
か
に
ダ
ム
タ
イ
フ
と
ノ
／

「
と
こ
ろ

で
、
本
稿
で
は
「
ハ
フ
ォ

ー
マ

ン
ス
j

と
は
、
パ
フ
ォ

面
劇
、
ダ
ン
ス

、
，
苗
楽
な
ど

の
既
存
の
諸
領
域
を
鈷
ひ
つ

け
る
と
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本
を
代
表
す
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
テ
ク

0
年
以
降
舞
踊
へ
の
方
向
性
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
、
八

ー
マ
ン
ス
の
周
辺
」
的
な
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
と
し
て
、

コ4

ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
ユ
ニ
ッ
ト
を
組
み
、
音
楽
、
映
像
と
い
っ
た
多
方

面
で
活
躍
す
る
個
々
の
役
割
を
統
合
し
た
、
共
同
制
作
に
あ
る
。

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
が
身
体
表
現
に
よ
っ
て
「
身
体
の
不
在
」
と

い
う
現
代
の
問
題
を
提
示
す
る
の
に
対
し
て
、
ダ
ム
タ
イ
プ
は
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
現
代
社
会
の
問
題
に
切
り
込
む
。
同
じ
よ
う
に

国
境
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
っ
た
境
界
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
作
品
で
あ

っ
て
も
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
形
式
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
現
代
社
会
に
お
い
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
通
信
技

術
や
、
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
と
い
っ
た
も
の
が
人
間
の

身
休
を
不
在
化
さ
せ
る
と
の
考
え
に
立
ち
、
人
間
の
身
休
に
よ
る
表

現
の
重
要
性
を
提
起
し
、
探
求
し
続
け
て
い
る
。
ダ
ム
タ
イ
プ
は
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
さ
れ
た
身
休
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
「
時
代
の
鋭
敏
な
セ
ン
サ
ー
」
(28)

と
い
う
役
割
を
果
た
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ダ
ム
タ
イ
プ
は
美
術
史
の
流
れ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
系

譜
に
位
置
づ
け
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
演
劇
か
ら
出
発
し

た
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
そ
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
な
さ
れ
て
い
な

い
。
ダ
ム
タ
イ
プ
は
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
よ
う
な
「
パ
フ
ォ

ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
手
法
は
、
現
代
社
会
を
反
映
す
る
も
の
と
し

て
、
社
会
の
潮
流
を
た
く
み
に
捉
え
て
い
る
。

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
の
活
動
は
日
本

が
演
削
の
小
劇
場
ブ
ー
ム
で
あ
っ
た
八

0
年
代
に
、
演
劇
か
ら
始
ま

っ
た
。
そ
れ
か
ら
次
第
に
変
化
し
、
八
九
年
の
『
パ
レ
ー
ド
』
の
頃

に
は
、
時
間
と
空
間
を
た
く
み
に
構
成
す
る
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア

ー
ツ
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
と
ば
を
抑
え
、
イ
メ
ー

ジ
、
音
、
光
、
装
置
な
ど
を
等
価
の
も
の
と
し
て
扱
い
、
「
ユ
ニ
ヴ
ァ

ー
サ
ル
な
経
験
」
を
め
ざ
す
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
共
通
す
る

も
の
を
感
じ
る
-
2
)

、
あ
る
い
は
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
表
現
を
ス
タ
イ
ル

に
お
い
て
明
ら
か
に
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
-
3
)
、
と
評
さ
れ
た
の
も

『
パ
レ
ー
ド
』
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
『
ア
レ
ッ
ホ
』
、
『
洵
の
動
物
園
j
‘

『
パ
レ
ー
ド
j

と
続
く
時
期
は
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
が
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
・
ア
ー
ト
の
軸
上
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た

時
代
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
『
美
術
手
帖
』
の
特
集
「
ボ

デ
ィ
・
ア
ー
ト
進
化
論
」
の
冒
頭
に
ダ
ム
タ
イ
プ
と
と
も
に
載
せ
ら

れ
た
こ
と
や
-
3
)

、
そ
の
他
美
術
系
の
雑
誌
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
頻
度

が
高
い
こ
と
か
ら
分
か
る
。

し
か
し
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
そ
の
位
置
に
と
ど
ま
ら
ず
、
九
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0
年
代
半
ば
か
ら
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
が
盛
ん
に
な
り
始

め
、
九

0
年
代
は
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
グ
ル
ー
プ
と
ひ
け
を
と
ら
な
い
ダ
ン
ス
技
術
と
、
持
ち
前
の
空

間
構
成
に
よ
り
、
新
し
い
局
面
を
開
い
て
い
っ
た
。
息
を
吸
う
、
声

を
発
す
る
、
歌
う
、
話
す
な
ど
の
幅
広
い
ヴ
ォ
イ
ス
表
現
、
倒
れ
る
、

起
き
上
が
る
、
ダ
ン
ス
な
ど
す
べ
て
含
め
た
身
体
表
現
の
探
求
と
、

空
間
演
出
に
は
、
卓
越
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
九

0
年
代

後
半
か
ら
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
現
代
社
会
の
問
題
点
を
突
く

社
会
的
視
点
も
非
常
に
鋭
い
。

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
は
結
成
か
ら
二

0
数
年
経
つ
が
、
い
ま
だ
に

本
格
的
に
正
し
く
位
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
四

0
作
品
近
く
と
い

う
多
数
の
作
品
が
、
ご
く
短
い
ス
パ
ン
で
絶
え
間
な
く
変
貌
し
、
そ

の
変
化
を
掴
み
取
る
、
あ
る
い
は
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
多
く
の
グ
ル
ー
プ
は
、
評
価
が
確
立
し
た
の
ち

に
は
そ
の
ス
タ
イ
ル
を
保
持
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
パ
パ
・
タ
ラ

フ
マ
ラ
は
常
に
新
た
な
表
現
を
求
め
て
取
捨
選
択
を
行
う
。
演
劇
で

は
な
い
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
な
い
、
ダ
ン
ス
で
は
な
い
と
い
う
、

非
常
に
論
じ
に
く
い
立
場
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
演
劇
的
立
場
、
美
術
史
的
立
場
、
舞
踊
史
的
立

場
の
い
ず
れ
か
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
を
解
釈
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
よ
り
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
立
場
に
立
っ
て

評
価
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
六

0
年
代
以
降
の
日
本
に
お
け
る
展
開

を
見
て
い
く
と
、
前
衛
芸
術
な
ど
と
結
び
つ
き
、
既
存
芸
術
の
枠
組

み
を
解
体
し
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。

ラ
は
八

0
年
代
に
登
場
し
た
。
彼
ら
の
活
動
は
、
七

0
年
代
の
寺
山

修
司
や
麿
十
郎
と
い
っ
た
、
既
成
演
劇
の
枠
組
み
を
大
き
く
解
休
し

た
活
動
の
流
れ
を
く
ん
で
、
八

0
年
代
の
小
劇
場
プ
ー
ム
の
系
列
に

属
す
る
演
劇
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
そ
の
作
品
は
大
き
く

性
質
を
変
え
、
多
数
の
オ
ブ
ジ
ェ
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
身
体
表
現
で

構
成
さ
れ
る
作
品
と
な
っ
た
。
ピ
ナ
・
バ
ウ
シ
ュ
の
テ
ア
タ
ー
・
タ

ン
ツ
の
手
法
あ
る
い
は
ロ
バ
ー
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
の
演

劇
と
い
っ
た
活
動
が
背
景
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
九

0
年
代
か
ら
は

そ
う
し
た
、

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
（
舞
台
芸
術
）
と
は
古
く
か
ら
存
在

お
わ
り
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
踏
ま
え
て
、
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
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4
 

3
 

2
 

、王-I= l[l 

Jコ

弓-゚

ヴ
ォ
イ
ス
表
現
や
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
の
表
現
も
取
り
入

れ
、
さ
ら
に
複
雑
に
構
築
さ
れ
た
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
結
成
時
か
ら
作
品
は
多
様
に
変
化
し
、
新
し
い
手
法
や
表
現
を

追
求
し
続
け
る
姿
勢
が
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
身
体
表
現

を
追
求
す
る
姿
勢
や
、
高
度
に
梢
築
さ
れ
た
時
間
と
空
間
表
現
は
、

パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
の
流
れ
の
中
で
非
常
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
と
位
罹
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ダ
ム
タ
イ
プ
は
特
に
美
術
史
か
ら
の
研
究
が
進
ん
で
い
る
が
、
パ

一
九
八
三
年
、

N
e
w
 York: H
a
r
r
y
 N
.
 

A
b
r
a
m
s
,
 

1
9
6
8
.
 

吉
原
治
良
「
発
刊
に
際
し
て
」
、
『
具
体
]

『
具
休
資
料
集
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
具
体

1
9
5
4

ー
1
9
7
2
』
芦
屋
市

立
美
術
館
、
一
九
九
三
年
、
一
六
七
ー
一
七
三
頁
。

「
具
休
資
料
集
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
具
体

1
9
5
4
|
 1
9
7
2
』
芦
屋
市

立
美
術
館
、
一
九
九
三
年
、
一
六
六
頁
。

市
川
雅
『
舞
踊
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』
勁
草
書
房
、

第
四
章
参
照
。

草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
関
す
る
部
分
は
、
『
輝
け

60年

1
 
Allan K
a
p
r
o
w,
 As

s
e
m
b
l
a
g
e,
 En

v
i
r
o
n
m
e
n
t
s
 &
 H
a
p
p
e
n
i
n
g
s,
 

，
 

8
 

7
 

ー
マ
ン
ス

パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
に
関
し
て
は
演
劇
、
舞
踊
、
美
術
の
い
ず
れ
の
領

域
か
ら
も
特
異
な
存
在
と
し
て
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
今
後
さ

ら
に
体
系
的
に
研
究
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
九
六

0
年
代
以
降
の
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
に
関
す
る
舞

台
画
像
や
、
そ
の
他
の
資
料
を
収
集
し
、
芸
術
の
総
合
化
の
動
き
や

脱
領
域
的
な
試
み
に
関
し
て
さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
る
こ
と
は
、
箪

者
に
と
っ
て
継
続
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

「
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
全
記
録
」
（
前
出
）
、
三
四
頁
。

扇
田
昭
彦
「
寺
山
修
司
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ー
演
劇
か
ら
の
越

境
」
、
鶴
本
正
三
編
集
・
南
條
史
生
監
修
『
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
・
ナ
ウ
』
東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
一
九
八
六
年
、

六
六
頁
。

ア
ン
選
書
、

ロ
ー
ズ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
著
・
中
原
佑
介
訳
『
パ
フ

ォ

未
来
派
か
ら
現
代
ま
で
』
、
ア
ー
ル
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ

一
九
八
二
年
、
一
八
七
頁
。
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

二

0
0
二
年
を
参
照
。

一
六
四

代
尊
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
全
記
録
』
フ

ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
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r
3

ー
―

，
 

17 1
6
 

15 14 13 

タ
ラ
フ
マ
ラ
の
名
の
西
祁
担
界
へ
の
仏
播
は
、

寺
し
こ
'(rI
ま
る
。
ま
た
、

11
イ
！
な

ラ
，
一
は
、
仏
語
式
発
闘
に
払
づ
く
カ
タ
カ

ナ
衣
•
中
に
よ
る。

ヽ

ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト
オ

ヨ
ト
ル
工
房
、

゜ヽ

゜ヽ

「

J

ノ

ア
ル
ト
ー
の
作
晶
邦
題
「
タ
ラ
ユ
マ

i

し
＼

i

ド
参
崩
。

~
4

ノ
ノ

"
/
J

ー
・

ー、
J

ヤ）ょ
u
e-‘9』

タ
ラ
フ
マ
ラ
の
舞
台
史
」

•
1
1
1
,
-
L

の
文
イ
"

九
九
二
年
秋
冬
号
(
v
o
l
.
4
)

、

読
本
'I

S
A
I
 Inc. ‘
 

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
「
パ
パ

一
九
九
五
年
、

S
A
I
Inc. ‘
 

-
・
-
1
 .
.
 

ー

1

“ーに
ll
，ネし

伊
束
守
易
成
『
タ
ラ
ユ
マ
ラ
』
ペ

七―,.--
'"! 惚

小
池
栂
史
「

W
O
に
寄
せ
て
」
、

パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
『

W
D
副

ニ
O
O
i
年、

.. i‘o 

自

．ー・1i‘
ノ

・

~

タ
ラ
フ
マ
ラ
・
ガ
イ
ド
フ

ッ
ク
」、

-
．
-
T
I
‘° 

＿
1-
i-良

―

i
O
O三
年
、
九
良
。

ス
ペ
イ
ン
屈
領

小
池
栂
史
の
つ
く
ば
舞
台
芸
術
監
督
の
任
聞
は
、

.
-
]
ー
ゞ
久
‘
、

―
面
因
じ
力
‘
希

築
杜

一
九
九
一
年
＇
六
月
号

--・ 
• ー・

: IL 

--,.--
目
食

ダ
ム
タ
イ
プ
／
パ
パ

タ
ラ
フ
マ
ラ
」
『
麻
店
建
紐
ポ
j
‘

廂
店
建

24

四
方
幸
子
「
対
極
の
認
識
装
憧

(18
の
ユ
ニ
ッ
ト
に
よ
る
断
・
泊
）

プ
ウ
ォ
ヤ
ー
ジ
「
―
]
、

N
T
T
出
版
、

i
O
O二
年
、
ー
＿
ヒ
頁
。

T
T
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
『
ダ
ム
タ
イ

23 22 

ー
ミ
ン
ク

「
小
池
仙
史
の
粧
界
」
（
前
出
）
。

四
方
幸
子
「
『
イ
メ
ー
ジ
11
彼
械
．
一
と
し
て
の
空
判
の
行
方
’
-
N

:
 

0
 

0
 

ア
ー
ツ

・
ク
ル
ー
フ

年ス

タ、三
ニア
l イ

コ
サ
ヒ
ド
口
ヽ ・

./ 

ュ
ン
ら
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
香
迅
の
パ
フ
ォ

21 

t
ヽ
‘
-
-
i

五
川
曲
豆
よ
一
し
＼
、

ii方
ゃ
寸
こ
H
i
t
1
1
)

（
：

1
ノ

せ
て
く
れ
た
ク
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
な
の
で
あ
る
」
。

タ
ル

シ
ア
タ
ー
と
い
う
枡
し
い
メ
デ
ィ
ア
を
日
本
に
涎
生
さ

そ
う
し
た
な
か
で

タ
ラ
フ
マ
ラ
劇
楊
は
ト
ー

12

屎
鞍
た
か
お

ド
ラ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
撤
底
ガ
イ
ド
-

『
コ
ン
テ
ン
7

ノ
パ
タ
ー
ル
舞
踏
団
の
息
考
と
交
差
す
る
の
で
は
な
い
か
と
息

谷，一

0

]

 

う

[rlill,

11 

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
周
辺
」

（前
出

―
八
六
ー
一
九
一
頁
参
附
。

u木
の
タ
ラ
フ
マ
ラ
刺
場
は
、
ま
さ
に
ピ
ナ
・
ハ
ウ
シ
ュ
＆
ウ

東
急
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

一ヽ
こ

ー

・
し
＼
、

4
ノ
ノ
ー
ノ
イ

~

一三
六
頁
。

タ
ー
の
誕
生
」

10

鶴
本
叫
二
韻
集
・
南
條
史
牛
監
修
『
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ナ
ウ
』

20 

九
條
今
日
子
『
M
O
N
K
』
パ
ン
フ
レ
ノ
ト
「
ト
ー
タ
ル
・
シ
ア

年
に
結
成
さ
れ
た

-
1
9
8
2
 

く
こ
。

．．
 ▲
 

・
し
＼
、

•

-
）
ノ
ー
ノ
ノ
J

な
く
、
視
党
的
イ
メ
ー
ジ
が
支
配
的
な
油
肋
た
っ
た
」
。

二

0
0
0
年
八
月
七
日
。

と
名
、
つ
け
ら
れ
た
周
辺
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
文
学
的
で
は

19

松
尾
桁
子
「
小
池
閲
史
の
机
昇
」
『
旬
日
テ
イ
リ
ー
ニ
コ
ー
ス
]

ltif家
、
ポ
ニ
ー
・
マ
ラ
ン
カ
に
よ
っ
て

•

L 

•
.... 

_
 

『
イ
メ
ー
ジ
の
削
励
]

rす
る

・¥
0
0四
年
度
ま
て
の
約
八
年
間
で
あ
る
。



L
3
 

図
版
典
拠

1

「
具
体
資
料
集

美
術
館
、

2
、
3
、

4

一
九
九
三
年
、

28 27 26 

96 

25 

一
六
七
頁

一
六
六
頁

ム
タ
イ
プ
ヴ
ォ
ヤ
ー
ジ
ュ
』
、

（
に
し
ざ
わ
は
る
み

N
T
T
出
版

3
、

4

l

l

 
九
八
五
年
十
月
号

7
、

8
、

9
、

10
、

11
、
12

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
具
体

1954ー
1972』
芦
屋
市

「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
冒
険
」
（
郁
出
）
、

メ
ー
ジ
1
1
機
械
」
と
し
て
の
空
間
の
行
方
」
（
前
出
）
、

一
五
五
頁
、

一
四
頁
。

一
九
九
二
年
一
月
号
、

閉
田
昭
彦
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
冒
険
」
『
美
術
手
帖
」
、
美
術

出
版
社
、
一
九
九
二
年
一
月
号
、
＿
二

0
頁。

『
美
術
手
帖
」
、
美
術
出
版
社
、

I
―
ニ
―
頁
。

二

け
60
年
代

ー
ト
社
、
二

0
0二
年
、
各
一
九
頁
、

鶴
本
正
三
編
集
・
南
條
史
生
監
修
『
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ナ
ウ
』

東
急
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
、
一
九
八
六
年
、

「
草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
記
録
」
刊
行
委
員
会
『
輝

草
月
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
全
記
録
』
フ
ィ
ル
ム
ア

二
十
一
頁

SAI. Inc. 提
供

二
0
0
1
―年

―
―
九
頁
。

ノ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
冒
険
」
（
前
出
）
、

長
谷
川
裕
子
「
無
菌
室
と
檻
に
集
う
無
垢
な
若
者
た
ち
」
『
イ
メ

ー
ジ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
、
ダ
ゲ
レ
オ
出
版
、
一
九
九

0
年
四
月
号
。

「
特
集
・
ボ
デ
ィ
＆
ア
ー
ト
進
化
論
」
『
美
術
手
帖
』
、
美
術
出
版

社
、
一
九
九
二
年
一
月
号
、
五

0
|
-
―
一
頁
。

N
T
T
イ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
『
ダ

各
四
五
頁
、

五
二
頁

（
附
記
）
本
稿
は
平
成
十
六
年
度
筑
波
大
学
芸
術
専
門
学
群
卒
業
論

文
「
パ
パ
・
タ
ラ
フ
マ
ラ
考
—
一
九
六

0
年
代
以
降
の
日
本
の
パ
フ

ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ー
ツ
に
つ
い
て
」
を
加
箪
・
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
四

6
 

31 30 29 

「
特
集

七
頁
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
『
美
術
手
帖
』
美
術
出
版
社
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